
度
か
ら
パ
イ
ロ
ッ
ト
的
に
実
施
す
る
こ
と
で
産
学
が

合
意
し
た
。
学
部
生
・
院
生
を
問
わ
ず
参
加
者
を
募

集
す
る
一
般
的
な
企
業
の
実
態
を
踏
ま
え
、
⒜
修
士

課
程
学
生
の
み
が
応
募
で
き
る
業
務
・
職
種
を
設
定
、

⒝
体
験
す
る
業
務
や
職
種
別
に
修
士
課
程
学
生
限
定

の
応
募
枠
を
設
定
、
と
い
う
２
つ
の
方
法
を
提
案
し

て
い
る
。
各
社
に
は
、
ぜ
ひ
と
も
前
向
き
に
実
施
を

検
討
し
て
ほ
し
い
。

一
方
、
政
府
は
去
る
４
月
10
日
、
２
０
２
６
年
３

月
以
降
に
卒
業
す
る
学
生
を
対
象
に
、
専
門
性
の
高

い
人
材
に
限
り
、
採
用
日
程
を
弾
力
化
す
る
方
針
を

公
表
し
た
。
産
学
協
議
会
で
は
、
そ
う
し
た
動
き
も

踏
ま
え
た
適
切
な
情
報
発
信
を
図
り
つ
つ
、
引
き
続

き
４
類
型
の
普
及
・
定
着
に
努
め
て
い
く
と
と
も
に
、

就
職
・
採
用
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
本
質
的
な

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
く
。

大
学
な
ら
で
は
の

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進

現
在
、
働
き
手
の
自
律
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
推
進

や
、
成
長
分
野
へ
の
円
滑
な
労
働
移
動
・
人
へ
の
投

資
の
必
要
性
が
強
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
企
業
に
お

い
て
も
、
人
材
育
成
サ
ー
ビ
ス
企
業
を
活
用
し
た
リ

ス
キ
リ
ン
グ
は
急
拡
大
し
て
い
る
も
の
の
、
大
学
等

と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
そ
の
あ
り
方
を
模
索
し
て

い
る
状
況
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
２
０
２
２
年
度
は

こ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と
、
産
学
協
議
会
は
２

０
２
３
年
４
月
26
日
、
２
０
２
２
年
度
の
検
討
成
果

を
ま
と
め
た
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
、
公
表
し
た
（
注
１
）。

本
稿
で
は
、
２
０
２
２
年
度
報
告
書
の
３
つ
の
主
要

テ
ー
マ
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

質
の
高
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

核
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
推
進

２
０
２
１
年
度
に
産
学
で
合
意
し
た
「
質
の
高
い

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
核
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
活
動
」、
い
わ
ゆ
る
４
類
型
（
注
２
）を
２
０
２
３
年
度
か

ら
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
解
説
動

画
の
公
開
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
Ｆ
Ａ
Ｑ
集
の
作
成
、

産
学
協
議
会
基
準
準
拠
マ
ー
ク
の
決
定
・
配
布
、
質

の
高
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
す
る
意
向
調
査
の

実
施
・
公
表
（
注
３
）等
、
様
々
な
手
段
を
活
用
し
、
政
府
へ

の
働
き
掛
け
や
企
業
・
学
生
・
大
学
等
へ
の
周
知
活

動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
と
経
団
連
が
こ
れ
ま
で
自
然

科
学
系
の
博
士
課
程
学
生
を
対
象
に
推
進
し
て
き
た

「
ジ
ョ
ブ
型
研
究
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
は
、
２
０

２
３
年
度
か
ら
、
募
集
対
象
と
な
る
博
士
課
程
学
生

の
研
究
分
野
を
全
分
野
に
拡
大
す
る
方
針
と
し
て
お

り
、
さ
ら
な
る
推
進
を
目
指
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
主
に
文
系
修
士
課
程
学
生
を
対
象
と
し

た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
注
４
）に
つ
い
て
は
、
２
０
２
３
年

「
採
用
と
大
学
教
育
の
未
来
に
関
す

る
産
学
協
議
会
」（
座
長
＝
十
倉
雅

和
経
団
連
会
長
、
大
野
英
男
就
職
問

題
懇
談
会
座
長
／
東
北
大
学
総
長
）

は
、
２
０
１
９
年
１
月
、Society

5.0
人
材
の
育
成
に
産
学
協
働
で
取

り
組
む
た
め
、
経
団
連
と
国
公
私
立

大
学
の
ト
ッ
プ
が
継
続
的
に
対
話
を

行
う
場
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。
以
来
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大

に
よ
る
内
外
環
境
の
劇
的
な
変
化
へ

の
対
応
を
踏
ま
え
つ
つ
、
常
に
中
長

期
的
な
視
点
か
ら
の
人
材
育
成
の
あ

り
方
を
主
眼
と
し
て
、
推
進
策
の
検

討
と
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
急
速
な
進
展
や
国

際
情
勢
の
変
動
、
地
球
規
模
の
課
題

等
、
様
々
な
環
境
変
化
が
進
む
中
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
迎
え
る
今
こ
そ
、

国
際
競
争
力
強
化
を
通
じ
た
持
続
的

か
つ
力
強
い
成
長
の
実
現
に
向
け
、

我
が
国
経
済
社
会
の
変
革
を
本
格
化

さ
せ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
変
革
の

推
進
力
と
し
て
、
産
学
協
働
に
よ
る

人
材
育
成
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

産学協働で取り組む人材育成としての
「人への投資」
─「産学協議会２０２２年度報告書」を公表

報
告

（注１）「2022年度報告書」（概要／本文／別冊）は、産学協議会ウェブサイト内からダウンロード可 https://www.sangakukyogikai.org/230426report2022
（注２）タイプ１：オープン・カンパニー（個社・業界の情報提供、ＰＲ）、タイプ２：キャリア教育、タイプ３：汎用的能力・専門活用型インター
ンシップ、タイプ４：高度専門型インターンシップ
（注３）https://www.keidanren.or.jp/journal/monthly/2023/06/p52.pdf

https://www.sangakukyogikai.org/230426report2022
https://www.keidanren.or.jp/journal/monthly/2023/06/p52.pdf


図表「大学の強みを活かしたリカレント教育プログラム」の７類型

カ
レ
ン
ト
教
育
の
好
事
例
を
収
集
し
、
分
析
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、「
既
存
の
学
生
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
社
会
人
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す

る
こ
と
も
有
効
」「
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
扱
う
テ
ー
マ
や

活
動（
座
学
、
実
習
、
実
験
・
実
技
等
）の
多
様
性
が

強
み
」
な
ど
の
指
摘
が
得
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、「
大

へ
の
投
資
に
５
年
間
で
１
兆
円
を
投
じ
る
施
策
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
展
開
中
で
あ
る
。
そ
の
展
開
に
あ
た
っ
て

は
、
省
庁
横
断
的
な
施
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

大
学
の
良
質
な
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
５

年
を
超
え
て
定
着
す
る
よ
う
な
仕
組
み
と
し
て
、
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
な
ど
、
公
的
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
機
能
の
強
化
等
が
強
く
求
め
ら
れ
る
。

テ
ー
マ
別
懇
談
会
で
の
検
討

２
０
２
２
年
度
は
初
め
て
の
取
り
組
み
と
し
て

「
テ
ー
マ
別
懇
談
会
」
を
開
催
し
、
政
府
の
「
経
済

財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針（
骨
太
の
方
針
）」
等

に
盛
り
込
ま
れ
た
教
育
関
連
の
重
要
政
策
課
題
か
ら
、

産
学
の
関
心
が
高
い
テ
ー
マ
を
４
つ
、
具
体
的
に
は
、

①
文
理
融
合
を
前
提
と
し
つ
つ
、
理
系
分
野
に
進

学
・
従
事
す
る
人
材
の
拡
充
、
②
社
会
に
一
層
評
価

さ
れ
、
か
つ
若
者
・
社
会
人
に
と
っ
て
よ
り
魅
力
あ

る
大
学
院
教
育
の
充
実（
企
業
に
お
け
る
博
士
人
材

の
活
用
推
進
を
含
む
）、
③
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

の
一
層
の
促
進
、
④
教
育
に
対
す
る
産
業
界
の
取
り

組
み（
投
資
を
含
む
）の
促
進
―
を
取
り
上
げ
て
、
産

学
で
自
由
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
出
さ
れ
た
意
見

を
踏
ま
え
、
今
後
、
具
体
的
な
推
進
方
策
等
に
つ
い

て
検
討
を
深
め
て
い
く
。

【
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
本
部
】

「
大
学
な
ら
で
は
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
は
何
か
」

に
焦
点
を
当
て
、
産
学
連
携
に
よ
る
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
た
。

具
体
的
に
は
、
産
学
協
議
会
参
加
大
学
を
は
じ
め

31
の
大
学
か
ら
、「
企
業
側
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
つ

つ
、
大
学
の
強
み
を
活
か
し
て
い
る
」
と
考
え
る
リ

学
の
強
み
を
活
か
し
た
リ
カ
レ
ン
ト
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
特
徴
等
を
、
そ
の

目
的
に
応
じ
て
７
つ
に
類
型
化
し
た

（
図
表
）。
と
り
わ
け
、
社
会
実
装
に
必

要
な
能
力
の
向
上
を
目
指
す
「
ホ
」、

分
野
横
断
的
な
知
識
・
能
力
の
育
成
を

目
指
す
「
ヘ
」、
高
度
経
営
人
材
の
育

成
を
目
的
と
す
る
「
ト
」
が
「
大
学
な

ら
で
は
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
考
え
ら
え

る
ほ
か
、
地
域
に
お
け
る
「
知
」
の
中

核
を
担
う
大
学
と
し
て
は
「
ロ
」
も
重

要
で
あ
る
。
大
学
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育

に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
産
学
で
共
有
し
、

企
業
側
の
ニ
ー
ズ
と
大
学
側
の
シ
ー
ズ

を
う
ま
く
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
た
め
の

参
考
と
し
て
ほ
し
い
。

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
に
お
け
る
今
後
の

最
大
の
課
題
は
、
企
業
側
ニ
ー
ズ
と
大

学
側
シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
体
制
の
構

築
・
拡
充
で
あ
る
。
政
府
は
現
在
、
人

類型 目的 想定される主な受講生

イ

大学が、学部生を対象に開講している基礎科目・一般科目
のうち、Society 5.0時代の常識として知識の刷新・能力
の底上げを図る必要性などから、企業人向けに内容をカス
タマイズしたうえで受講を推奨するもの

企業人全般

ロ
地域特性（地域社会・産業、域内の多様な関係者等）に
対する深い理解に基づき、地域課題の解決に取り組むこと
を主眼としたもの

消費者や行政との接点が多い
現場社員（営業等）

ハ
専門性の高い職務に従事している企業人のスキルアップ・
資格取得に資するもの（医療・保健分野等）

専門職人材（エンジニア、
有資格者が多い職種 等）

二
学術研究の実績等で当該大学が強みを持つ分野に特化した
もの

職務上、当該分野に関わる
仕事に従事する社員

ホ
理論と実践知の融合を通じて社会実装に必要な能力の
向上・手法の獲得に資するもの

社会実装に取り組む
研究開発職

へ
異業種・異分野交流を通じて、新たな価値共創やイノベー
ションに資する分野横断的知識・能力（総合知・総合力）
の獲得・向上に資するもの

新規ビジネス創出・事業開発
に取り組む社員

ト
高度経営人材の育成を主目的としたもの（広範な分野の
理解力、俯瞰的判断力、決断力・リーダーシップ、
人的ネットワーク等の涵養）

幹部候補生や役員

（注４）https://www.keidanren.or.jp/policy/2023/031_gaiyo.pdf（９ページ）参照
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https://www.keidanren.or.jp/policy/2023/031_gaiyo.pdf

